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(3) 環境省、GEOC 主催会議等への参加 

 環境省、GEOC が主催する地域循環共生圏づくりプラットフォーム構築事業関連の会議・

会合等について、下記の実施された会合すべてに出席した。 

区分 開催日 開催方法 実施内容等 

成果報告会 3 月 8 日 オンライン 
  各活動団体取組内容の発表 

  ネットワーキングイベント 

情報交換会 
6 月 1 日 

～2 日 
オンライン 

  今年度選定団体（継続団体）の発表 

  地方ブロック別コミュニケーションタイム など 

中間報告会 

12 月 3 日 

オンライン 

  事業化支援団体、環境整備団体（計 6 団体）によるプレゼンテーション 

  意見交換会 

12 月 6 日 
  事業化支援団体、環境整備団体（計 11 団体）によるプレゼンテーション 

  意見交換会 

12 月 7 日 
  事業化支援団体、環境整備団体（計 11 団体）によるプレゼンテーション 

  意見交換会 

作業部会 
9 月 10 日 オンライン 

  全国事務局の状況共有（GEOC のポジションと仮説） 

  3 つのブレイクアウトルームに分かれて意見交換（“いけてる”案件） 

  3 つのブレイクアウトルームに分かれて意見交換(“いまいち”案件) 

  グループ毎の意見交換を全体へフィードバック 

12 月 8 日 オンライン   事例研究：３EPO１グループで事例発表・説明＋意見交換 

共有会 

5 月 12 日 オンライン 

  PF 事業について（PF 事業概要／令和 3 年度について／昨年度を経て

の現在地） 

  新規活動団体（20）へのヒアリング結果（全体の概観について） 

  新規活動団体（20）へのヒアリング結果（各地方から共有） 

  意見交換（‟動的プラットフォーム″を環境整備の出口イメージとするこ

とについて／・関係者間の情報共有と役割分担について） 

  情報交換会（キックオフ）について 

12 月 8 日 オンライン 
  環境整備支援状況の共有 

  PF 事業全体の共有 

  来年度についての議論の共有 

3 月 9 日 オンライン 

  R3 年度事業の振り返り 

  事業全体について共有・議論 

  令和 4 年度事業について共有 

ブロック別 

共有会（中部） 
9 月 9 日 オンライン   環境整備活動団体ごとの情報共有 

 

(4) 支援チーム派遣の団体の活動の情報共有 

 事業化支援団体である PF 小布施（スマート・テロワール協会）に関連する取組について、

下記に参加し、事業化支援事務局と情報共有等を行った。 

実施内容 開催日 開催方法 実施内容 

事業化支援 

キ ッ ク オ フ

ミーティング 

6 月 30 日 オンライン 
  事業の進捗状況について 

  支援計画について 

  今後のスケジュールの確認 

事業化支援 

小布施地域

ミーティング 

8 月 25 日 オンライン 

  事業の進捗状況について 

  ソーラーシェアリング支援計画について 

  今後のスケジュール 
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(5) 森川里海推進ネットワーク形成会合の開催 

ア 情報交換会等の実施 

 4 月 15 日に白山自然保護官事務所、信越自然環境事務所、4 月 20 日に伊勢志摩国立公園

事務所のそれぞれの担当官と、中部地方環境事務所担当者、EPO 中部でオンライン打合せ

を実施し、本業務の前年度・2020 年度実施例の説明と共に、今年度の実施に関わる協力

依頼と、地域側のニーズなどについてヒアリングを実施した。 

 上記ヒアリングで紹介のあった団体の中から、5月17日に白川郷まるごと体験協議会（岐

阜県白川村）と、5月21日に白山市ジオパーク・エコパーク推進課と打合せを行った。協

議の結果、白山市ジオパーク・エコパーク推進課と連携・協力して「白山手取川ジオパー

ク＆白山ユネスコエコパーク情報交換会」を開催することが決定した。 

 12 月 21 日には、北陸財務局とオンライン打合せを実施し、本業務の趣旨説明と共に、情

報交換会への登壇、協力依頼を行った。 

 

イ 白山手取川ジオパーク＆白山ユネスコエコパーク情報交換会の開催 

①日時 

 2022 年 3月 2 日（水）13：30～16：00 

 2022 年 3月 3 日（木）9：30～12：00 

 

②主催等 

 主催：EPO 中部 

 共催：白山手取川ジオパーク推進協議会、

白山ユネスコエコパーク協議会 

 

③開催場所・方法 

 会場：白山市鶴来総合文化会館クレイン２階 研修室 

 登壇者の一部はオンラインで登壇 

 

④参加者 

 一日目・第１回情報交換会：25 名  

 二日目・第２回情報交換会：27 名 

 

⑤プログラム 

 〇一日目：第１回情報交換会 

・ あいさつ 

環境省中部地方環境事務所 環境対策課 主査 佐藤 堅太 氏（オンライン登壇） 

・ 情報提供：「白山国立公園における取組について」 

環境省白山自然保護官事務所 自然保護官 迫 裕樹 氏（オンライン登壇） 

・ インプット① 

「地域が主役のユネスコ活動：白山手取川ジオパークと白山ユネスコエコパークの共

有価値とは？」 

 筑波大学芸術系（世界遺産学学位プログラム・自然保護寄付講座 ）准教授 飯田 義彦 

氏 

・ インプット② 

地域の取組紹介：白山手取川ジオパーク推進協議会 専門員 日比野 剛 氏 
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・ ワークショップ 

「白山ワイズユース（恵の保全・活用）による SDGs」その１ 

決したい地域課題の抽出・共有 

 

〇二日目：第２回情報交換会 

・ あいさつ 

財務省北陸財務局 総務課企画調整官 前田 雅城 氏（オンライン登壇） 

・ 話題提供：地域の取組事例より 

NPO 法人白山しらみね自然学校事務局長 山口 隆 氏 

・ ワークショップ 

「白山ワイズユース（恵の保全・活用）による SDGs」その２ 

これから皆さんが取り組みたい事業・地域課題解決ビジネス等のアイデア抽出と共有 

終わりに・２日間のまとめ 

  

  

 

⑥開催案内 
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ウ 「SDGs 共感ストーリー」ワークショッププログラムの整理 

 前年度・2020 年度に実施した「資金調達のための SDGs 共感ストーリー」づくりワーク

ショップのプログラム及びツールを公開用コンテンツに整理し、EPO 中部ウェブサイトで

公開した。 

実施したワーキング 整理対象のワークショッププログラム 

2021 年 1 月開催 

森里川海推進ネットワーク形成会合 

伊勢志摩国立公園エコツーリズム推進協議会 情報交換会 

「資金調達のための SDGs 共感ストー

リー」づくりワークショップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お役立ちツールサイト

内に新コーナーを設置 
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(6) 地域循環共生圏パートナーシップ基盤強化事業 

 
 

ア 情報交換会①：ローカル SDGs×飯山ミーティングの実施 

①日時 

 2021 年 6 月 26 日（土）14：00～16：00 

 

②開催方法 

 オンライン 

 

③参加者 

 一般公募 22名（zoom 接続数） 

 

④プログラム 

（1） はじめに／地域循環共生圏（SDGs、地域課題の同時解決）等について 

   曽山信雄氏／環境省中部地方環境事務所環境対策課長 

（2） 妙高戸隠連山国立公園における協働型管理運営の取組について 

   岸秀蔵氏／環境省信越自然環境事務所国立公園課長 

（3） 地域経済エコシステムについて 

   矢島一郎氏／財務省関東財務局長野財務事務所長 

（4）「飯山林福連携事業」（環境省の SDGs を活用した同時解決事業採択の取組）の紹介 

   宮澤豊氏／里山ウェルネス研究会代表 大和田正勝氏／里山ウェルネス研究会事務局長 

（5） 奥信濃における内発的なSDGs とコミュニティカレッジの地域実践 

   小島聡氏／法政大学人間環境学部教授・いいやま学びの里コミュニティカレッジ学長 

（6） 質疑応答ディスカッション 

   ファシリテータ―：EPO中部 
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⑤開催案内チラシ 
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イ 情報交換会②：郡上ミーティングの実施 

①日時 

 2022 年 1月 27 日（木）13：30～16：00 

 

②開催方法 

 オンライン 

 

③出席者 

 関係者 15 名 

所属 氏名 

郡上市地域共⽣圏協議会 ⼩森 胤樹 

有限会社イートアンドライブ取締役 水口 晶 

中部スノーアライアンス株式会社取締役支配人 堀江 政志 

郡上市市民協働センター 大中 瞳 

市長公室政策推進課課長補佐 三島 宏治 

市長公室政策推進課地域戦略推進係長 岩井 彩乃 

中部経済産業局資源エネルギー環境部エネルギー対策課係長 土屋 博義 

東海財務局岐阜財務事務所理財課主任調査官 日比野 圭介 

東海財務局岐阜財務事務所理財課調査官 佐田 一真 

東海財務局岐阜財務事務所総務課企画係長 木矢村 匡 

中部地方環境事務所環境対策課長 曽山 信雄 

中部地方環境事務所環境対策課主査 佐藤 堅太 

中部環境パートナーシップオフィス統括 清本 三郎 

中部環境パートナーシップオフィス ESD 責任者 原 理史 

中部環境パートナーシップオフィス EPO 責任者 富田 夏子 

 

④議事次第 

 〇はじめに/地域循環共生圏について 

環境省中部地方環境事業所環境対策課主査 佐藤 堅太 氏 

〇Jクレジットの概論とメリット 

中部経済産業局資源エネルギー環境部エネルギー対策課係長 土屋 博義 氏 

〇ディスカッション 

「Jクレジットについて」 

ファシリテーター：EPO 中部 

① J クレジットを活用して郡上で取り組みたいこと 

② メリット・デメリットの確認 

③ 必要な仕組み、担い手の確認 

④ 郡上の森や地域をどうしたいのか 
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⑤開催案内 
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【オンラインホワイトボードを活用して実施したディスカッション】 

 
 

ウ 情報交換会③:小浜☓ローカル SDGs☓地域ビジネスミーティングの実施 

①日時 

 2022 年 2 月 4 日（木）13：30

～16：00 

 

②開催方法 

 オンライン 

 

③出席者 

 関係者 22 名 

 

④プログラム 

 〇はじめに/地域循環共生圏について 

環境省中部地方環境事業所環境対策課主査 佐藤 堅太 氏 

〇地域側へのインプット①：地域経済エコシステムについて 

財務省北陸財務局 福井財務事務所総務課長 吉村 邦男 氏 

〇地域側へのインプット②：日本政策金融公庫のソーシャルビジネス支援 

日本政策金融公庫武生支店融資課長 佐藤 創 氏 

〇地域課題解決と経済性確保の両立を目指す地域活動 

ケース①：厄介モノ「アブラギリ」を活用した取組 

NPO 法人 WACおばま理事 中嶌 阿児 氏 

ケース②：海ごみを宝物に。アップサイクルへの挑戦 

アノミアーナ代表 西野 ひかる 氏 

〇ディスカッション 

「地域”活動”の”ソーシャル・ビジネス”移行によるローカル SDGs 実践を目指して 

～小浜における地域課題解決の取組みを題材に～」 

ファシリテーター：EPO 中部 
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⑤開催案内 
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エ 情報交換会④：地域循環共生圏パートナーシップ基盤強化フォーラム

in 七尾の実施 

①日時 

 2022 年 2月 23 日（水）13：30～15：45 

 

②主催等 

 主催：EPO 中部 

 後援：ななお SDGs スイッチ 

 

③開催会場・方法 

 会場：七尾商工会議所 大ホール ＋ハイブリッド設営（YouTube ライブ配信） 

 

④参加者 

 一般公募 26名（うち YouTube 視聴 15） 

 

⑤プログラム 

 〇環境省中部地方環境事業所環境対策課長 佐藤 堅太 氏 

〇地域経済エコシステムと北陸財務局における地域連携・貢献の取組 

北陸財務局総務課企画係長 藤井啓太氏 

〇講演 

「ローカル SDGs の超絶まちづくり～イノベーターの思考回路を突き抜ける～」 

BBT 大学経営学部グローバル経営学科学科長・教授/ 

地方創生イノベータープラットフォーム INSPIRE 代表理事 谷中 修吾 氏 

〇地域循環共生圏づくりの最前線 

地球環境パートナーシッププラザ（GEOC）江口 健介 氏 

〇終わりに 

 七尾商工会議所 SDGs プロジェクト推進室室長 入口 翔 氏 
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⑥開催案内チラシ 
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オ 事業検討会議への参加 

 GEOC が開催した下記の事業検討会議に出席した。 

区分 開催日 開催方法 実施内容等 

事業検討会議 

9 月 22 日 オンライン 

  各アドバイザーからの活動・事例紹介：①株式会社日本政策金融公

庫、②草の根金融研究所「くさのーね」、③環境・エネルギー部 

  環境・エネルギー政策室 

  事例共有 

  各地方事務所の取組・課題 への質問など 

  不足情報へのアドバイス・質疑応答 

2 月 8 日 オンライン 
  令和 3 年度 PS 基盤強化事業の進捗及び成果共有 

  アドバイザーも交えて不足情報へのアドバイス・全体ディスカッション 

 

カ 情報交換会への参加 

 GEOC が開催する下記の情報交換会に出席した。 

区分 開催日 開催方法 実施内容等 

情報交換会 
11 月 30 日 オンライン 

  金融機関や企業に対して、SDGs や ESG についてどのようにコミュ

ニケーションをとればよいか。 

  その時に必要となる知識は何か、どのように学べばよいか。 

1 月 26 日 オンライン   未実施 

 

(7) 地域循環共生圏の担い手（団体等）との関係構築 

 地域循環共生圏づくりプラットフォーム構築事業に申請を予定している団体を対象にヒア

リングを実施した。 

 仕様書上では２団体程度を対象に実施となっていたが、次年度・令和４年度の地域循環共

生圏づくりプラットフォーム構築事業の採択予定数が８団体と公表され、各地方１団体程

度になることが予想されたため、中部地方環境事務所の担当官と協議のうえ、プラット

フォーム構築事業への応募が確定していた１団体のみを対象とした。 

 

①ヒアリングの実施概要 

取組 越前エリアにおける里山里海保全活動の収益化による地域循環共生圏づくり 

対象 合同会社ローカル SD クリエーション社長 三田村佳政氏 

実施日 2022 年 2 月 3 日・オンライン会議ヒアリング 

 

②ヒアリング結果 

①
取
組
の
概
要 

(1)取組・活動・

事業の概要 

 越前エリアでの里山里海保全活動をエコグリーンツーリズムによる収益化、

農産品のブランド化などをはかりつつ、多数の既存の活動が連携して広域

的、継続的、定期的な受け入れ体制を構築する。 

 体制づくりでは、将来的な担い手不足にも対応できるよう、人材育成、少人

数での効率的な運営の仕組みづくりなどにも取り組む予定である。 

(2)取組事例の

地域 

 丹南エリアが活動エリアとなるが、まずは越前市・越前町での取組が中心と

なる予定である。 

(3)主な関係主

体／ステークホ

ルダー 等 

 エコ・グリーンツーリズム水の里しらやま、さかのくち活性化協議会をはじめ

とする地域活動団体や越前町のダイビングショップ、旅館業者などのほか、

市・県の協力も得られる予定である。 

 将来的に広域的なエリア展開を図ることを念頭に、特に県（環境部自然環

境課）との連携関係を重視している。 
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 越前市東部のホタル・郷土料理をテーマにしたツーリズムを展開している団

体にも声がけを行っているところである。 

②
地
域
循
環
共
生
圏
づ
く
り
事
例
と
し
て
の
「概
要
」（循
環
要
素
） 

(1)地域内に循

環するもの・こ

と 

 地域資源の見直しに取り組みつつ、エコグリーンツーリズムの収益化を図

る。 

 さらに農産品の新商品化・販売強化も展開し、個々の活動が連携させつつ

持続可能な活動へと転換させて、人材育成にも取り組む。 

(2) 対 象 と な る

主な地域資源 

 まずは自然資源があげられる。そのほか、郷土料理や農産品、溜池やダム

などの水辺空間、廃道・廃トンネルなど、地域内の資源の洗い出しをプラッ

トフォームで実施できればと考えている。 

(3) 対 象 と な る

主な地域課題 

 現在のグリーツーリズムの担い手は、自分達の取組を「地域活動」と認識し

ており、ビジネスへと意識変換させる必要がある。 

 行政による無料のツーリズムプログラムもあり、ビジネス化への転換過程で

は、プラットフォームが展開するツーリズムの差別化にも留意が必要となっ

ている。 

 人口減・高齢化が進んでいる地域であり、人材確保も課題となっている。外

部から移住等のみを募る方法は難しくなっており、少ない人手でできること

から取り組む体制づくり、効率的に地域内で支え合う仕組みづくりにも取り

組んでいく必要があると考えている。 

(4)地域の自立

促進のための

取組 

 エコグリーンツーリズムの収益化、農産品の新商品開発やブランドづくり、

人材育成と少ない担い手でも支え合う仕組みづくりにまずは着手していくこ

とになると考えている。 

(5)経済性の確

保（企業、金融

機関等の巻き

込み） 

 企業との連携は重要と考えており、例えば事業者と農地の専属契約締結な

どで、農地の活用を図っていくことが考えられる。 

(6)その他の特

徴など 

 越前市ではコウノトリ定着とコウノトリをシンボルとした地域活性化と環境保

全の取組を行政・地域住民が一丸となって努力してきた実績がある。 

 この実績、ポリシー、つながりを活かして、地域循環共生圏づくりにも取り組

んでいきたい。 

③ステークホルダー

との関係づくりの状

況 

 各ステークホルダーとは現在、応募申請に向けた調整を進めているところ

であるが、いずれも既につながりのあるステークホルダーばかりであり、協

力・賛同を得られやすい。 

④プラットフォーム構

築の可能性 
 PF 事業への応募主体は合同会社ローカル SD クリエーションとなる。 

 もし採択された場合は、事務局をローカル SD クリエーションが担うことにな

ると考えている。 

⑤環境省・EPO 中部

に対する支援ニーズ

（連携イベント、勉強

会 等 に 対 す る ニ ー

ズ） 

 活動資金や支援制度などの情報提供を期待したい。 

 例えば、希少種・アベサンショウウオの保全活動に取り組んでいる団体があ

るが、高齢化が進んでおり活動の継続が困難になりつつある。そうした地

域・団体を応援する制度などを教えてほしい。 

⑥ 次 年 度 プ ラ ッ ト

フォーム構築事業へ

の応募の可能性（応

募の障壁となるもの） 

 応募予定であり、現在、各関係団体との調整を進めている。 
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７ ESD/EPO の行事を通じた行動変容の把握 

(1) 代表的な行事後の行動変容の把握 

 EPO 業務、ESD 業務、及び地域循環共生圏業務で連携等した関係主体に簡易ヒアリングを

実施し、イベント業務等の各業務における成果として、関係者・登壇者等の行動変容につ

いて把握する調査を実施した。 

 

1 

行事名 
2021 年 6 月 26 日開催 

地域循環共生圏 PS 基盤強化事業「ローカル SDGs×飯山」ミーティング 

ヒ
ア
リ
ン
グ 

対象 （登壇者）里山ウェルネス研究会代表 宮澤豊氏 

方法 2021 年 12月 9 日・電話ヒアリングを実施 

内容 

・ 

結果 

 宮澤氏と同じく登壇者であった、いいやま学びの里コミュニティカレッジ学

長・小島氏を通じて、いいやま学びの里コミュニティカレッジとのつながり

ができた。 

 小島氏に招聘される形で、9 月 12 日開催「いいやま学びの里サマーカレッジ

2021 地域づくりフォーラム～奥信濃ローカル SDGs メッセに向けて～」の「地

域実践リレートーク」に里山ウェルネス研究会メンバー２名が登壇・参加

し、飯山林福連携プロジェクト（環境省同時解決事業 2018-2019 採択）の取

組紹介を行った。 

 6 月の EPO 主催ミーティングでは小島氏と長野財務事務所長・矢島氏との間

で、続いて9月のフォーラムでも小島氏とフォーラム登壇者・中島恵理氏（元

長野県副知事）との間で情報交換やディスカッションが盛り上がり、今後、

地域づくり団体同士の交流や、地域及び地域活動の活性化を目的に、SDGs を

テーマにしたイベン

トを飯山市或いは北

信エリアで協力・連

携して開催していき

たいと話し合ってい

る。（残念ながらコ

ロナ等の関係によ

り、その後、具体的

な進展までには至っ

ていない。） 
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2 

行事名 
2021 年 8 月 26 日、9月 19 日、10 月 30 日 

SDGs 社会教育 学び合いの場①②＆実践セミナー 

ヒ
ア
リ
ン
グ 

対象 
（登壇・協力者）水上聡子氏 アルマス・バイオコスモス研究所代表 

（登壇・協力者）堺勇人氏 一般社団法人環境市民プラットフォームとやま事務局長 

方法 
2022 年 2 月 21 日・電話ヒアリングを実施【水上氏】 

2022 年 2 月 22 日・電話ヒアリングを実施【堺氏】 

内容 

・ 

結果 

【水上氏】 

 8 月 26 日のオンラインセミナーで登壇。事例として坂井市の地元のまちづく

り活動を題材とした話題提供を行った結果、直後に視聴した多数の地元参加

者から肯定的な感想などの連絡が入った。事例関係者の活動について大きな

動機づけが得られたと考えられる。 

 事例関係者は、自分たちが関与した活動が外部から論理的に説明され、客観

的な評価が行われたことで、活動についての価値を新たに認識している。 

 他にも要因はあるが、事例活動が活発化しており、朝市やカフェなどいくつ

もの新しいアイデアが出ている。セミナーが一つのきっかけとなったことは

否定できない。 

 活動のキーパーソンに対する評価が変わった。事例関係者の気づきにより変

人扱いされなくなり、いかに地域に貢献しているかが地元で評価されるよう

になった。 

【堺氏】 

 富山市 SDGs 推進コミュニケーターとして活動している市民が 10 月 30 日実践

セミナーに参加して現場を知ることが大きな刺激となった。これが一つの

きっかけとなって SDGs ミーティングへの積極的な参加、富山市 SDGs 推進

フォーラムでは活動発表者として登壇している。 

 10 月 30 日実践セミナーに環境に関心のある高校生が参加しており、イベント

後大きな刺激になったと感想をいただいた。当人は環境に携わりたいとのこ

とで将来環境省に入りたいと希望している。 

3 

行事名 

2021 年 11 月 13 日-14 日開催 

自然資本を活かした人づくり・地域づくり 立山黒部ジオパーク ESD ダイアログ

2021 

ヒ
ア
リ
ン
グ 

対象 （共催者）一般社団法人立山黒部ジオパーク協会 野田 一博 

方法 2022 年 3 月 4 日・オンライン会議ヒアリング 

内容 

・ 

結果 

 ダイアログをきっかけに ESD の意識が高まり、参加者やその関係者からの情

報共有依頼やイベントの依頼などが舞い込むようになった。滑川市教育委員

会からは、来年度ジオパーク現地での子どもたちの実験学習企画依頼があっ

た。上市町教育委員会からも ESD の情報共有について相談があった。 

 共催した一般社団としてはダイアログでの発言内容を整理し、内容を発言者

に聞取りながら振り返る作業を行っている。これにより関係者の理解や認識

が深まることが期待できる。その結果については順次 HP に公開していく予定

である。 

 ダイアログをきっかけに新たな企画として 1 月 22 日に大正大学の浦崎太郎教

授を招き、ESD 講演会「持続可能な地域づくりの担い手を育む教育」をハイブ

リッドで開催した。ダイアログの基調講演からの展開として『学校教育と立

山黒部ジオパークとの接続』～新学習指導要領が描く世界（小学校から高校

へ）のテーマで講演いただいた。リアル会場とオンライン合わせて 50 名以上

の教育関係者、ジオガイド、一般市民が参加した。 

 一般社団としては、これまで学校教育との連携を重視してきたが、SDGs 教育
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という点で来年度からは社団会員などの企業教育にも傾注していく方針であ

る。 

4 

行事名 
2021 年 11 月 20 日開催 

越前の森里川海で取り組む地域循環共生圏フォーラム 

ヒ
ア
リ
ン
グ 

対象 （登壇者／開催協力）合同会社ローカル SDクリエーション社長 三田村佳政氏 

方法 2022 年 2 月 3 日・オンライン会議ヒアリング 

内容 

・ 

結果 

 地域内の取組状況・内容を共有したことにより、参加した地域活動者・団体

による地域循環共生圏づくりに取り組もうとするモチベーションが向上し

た。これをうけて、次年度の地域循環共生圏づくりプラットフォーム構築事

業に応募しようとの機運も高まり、応募に向けた調整を進めている。フォー

ラム参加団体はとても協力的・意欲的に賛同してくれている。 

 ワークショップでは様々なアイデアが抽出されたが、そうしたアイデアや意

見を参加者が所属団体に持ち帰り、各団体の次年度計画等へ反映しようとす

る動きもみられている。 

5 

行事名 
2021 年 7 月 13 日開催 

ローカル SDGs スタートアップフォーラム（長野） 

ヒ
ア
リ
ン
グ 

対象 （登壇者／開催協力）長野県 NPO センター 山室 秀俊氏 

方法 2022 年 3 月 1 日・オンライン会議ヒアリング 

内容 

・ 

結果 

 全 7 回のオンライン「地域循環共生圏コーディネーター育成講座」のキック

オフという位置づけを兼ねていたこともあり、その後の講座に多数参加いた

だきスタートダッシュ感が得られた。 

 先輩地域としての小布施事例の紹介は刺激的だったようで、例えば芋井地区

の住民自治協議会の職員の参加者はオンラインシリーズ皆勤賞となった上、

他の研修会にも自主的に、参加し地元の関係者に持ち帰って説明するなどの

行動変容が確認された。 

 フォーラム内で紹介した芋井地区の地域循環共生圏将来ビジョン案を元に、

上記住民を通じて長野県 NPO センターがアドバイスし、「芋井地区リビング

ラボ」という内外の関係者交流事業が始まっている。様々なアイデアが出て

いるなど、小さな実験的な活動の芽生えがある。今後の展開が将来ビジョン

案につながっていくことが期待される。 

6 

行事名 
2021 年 9 月 11 日・12 月 17 日開催 

小浜市地域循環共生圏ワークショップ 

ヒ
ア
リ
ン
グ 

対象 （共催・協働コーディネーター）NPO法人 WAC おばま理事 中嶌 阿児 

方法 2022 年 2 月 3 日・オンライン会議ヒアリング 

内容 

・ 

結果 

 第１回目のワークショップは、特に市役所職員にとって参考となったよう

で、開催後に全職員を対象に開催してほしいといった声が聞かれた。 

 小浜の地域づくり・まちづくりは、従来の地域活性化一辺倒から、中々脱却

できずにいたが、今回の勉強会で SDGs や地域循環共生圏などについて学び、

まちづくり協議会からの参加者などに、持続可能な地域づくりに向けた新し

い流れ、変化を理解してもらうことができた。これからこのエリアでも、地

域づくりの新しい潮流が生まれることが期待したい。 
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(2) 地域循環共生圏及びローカル SDGs 実践状況等の評価 

 地域 SDGs 評価メニュー、プログラム等の情報収集を行い、３地域（珠洲市、豊田市、岐

阜市）を対象に SDGs 評価を試行的に実施し、2 月 19 日開催・SDGs/ESD ネットワーク

フォーラムにおいて活用した。 

 

①評価方法の概要 

 

 

②３地域の評価結果 

 


